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【対象と方法】2008 年 4月から 2015年 12 月に東北大学病院移植再建内視鏡外科において，Japan Clinical 
Oncology Group (JCOG) 9907 trial のプロトコールに準じて術前化学療法を実施後，食道切除術を施行し
た 98 症例を対象とした．これら 98 症例のうち術前化学療法施行前の生検検体が入手可能であった 42例で
は，術前化学療法前後での各因子の発現変化を検討する目的で生検検体も対象とした．GC-GR 経路関連因子
である，GR，Heat shock protein 70(Hsp70)，Heat shock protein 90(Hsp90)，Serum- and 










リンパ管侵襲及び静脈侵襲との間に，NDRG1 高発現と pT，静脈侵襲との間に, SP1 高発現と，pT, pN と静脈
侵襲との間に有意な相関関係が認められた．一方生存期間分析では，GR高発現群，SP1 高発現群において有
意に全生存期間が短縮し (GR:p=0.0473，SP1:p=0.0127)，中でも Sgk1， NDRG1 関しては，いずれも高発現
群において有意に全生存期間，無病生存期間ともに短縮していた (全生存期間:Sgk1 p=0.0055，NDRG1 
p=0.0021，無病生存期間:Sgk1 p=0.0240，NDRG1 p=0.0086)．生検検体における検討では，Sgk1 高発現群有
意に無病発生存期間が短縮し(p=0.0095)，NDRG1 高発現群で有意に全生存期間，無再発生存期間双方が短縮
し(OS p=0.0233, p=0.0006)，NDRG1 高発現群，SP1高発現群において術前化学療法の腫瘍縮小効果(RECIST
分類)が減少している傾向が認められた(NDRG1; p=0.021, SP1; p=0.037)． 
【結論】術前化学療法を施行した食道扁平上皮癌において GC-GR 経路に関連する，GR，Sgk1，NDRG1，SP1
の発現が全生存期間や術前化学療法に対する治療効果などの治療成績や臨床病理学的因子と関連している
事が初めて明らかにされた．今回の研究結果から術前化学療法を施行された食道扁平上皮癌患者では，GC-GR
経路の活性化が腫瘍の局所進行，化学療法耐性の形成に密接に関わっており，これらの要因により患者の生
存率が低下されている可能性を初めて示す事が出来た．併せて，GC-GR関連因子である GR，Sgk1，NDRG1，
SP1が，臨床予後予測因子となり，今後の化学療法耐性改善のための新規治療対象となりうる事が示された． 
 
